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線の一定以上の品質低下を検知した場

合は、代替回線による迂回を実施 

という方式（以下「提案方式」という。）をどう

考えるか。 
※これまで安定品質の確保策として、「音声パケットの優
先処理」や「音声とデータの帯域分離」を認めてきたとこ
ろ。 

基準を満たすことができない。 

・ ＩＰ電話の通信品質評価法（JJ-201.01）では、サービ

ス開始前の品質評価手法として、全ての端末間を測

定する必要はなく、サービスが通常行われる平均的

な条件の場所として空間的変動要素の標準系でサン

プル測定を行い、時間的変動要素の９５％を用いて評

価する。限界系については平均特性等を最悪値の参

考値として扱うこととなっている。 

輻輳に対する迂回手法の有効性 

提案方式においては、 

①慢性的な輻輳の場合はＮＴＴ東西のドラ

イカッパを利用したアナログ電話への切

り替え、 

②突発的な輻輳の場合はバックアップ用専

用線を使用したＮＧＮコア網の可能な限

りの迂回 

を行うこととしているが、輻輳時の通信確保

に有効か。 

②の迂回については、バックアップ用専

用線へのＵＮＩのＰＯＩを各県ごと等地理的

に分散して複数設置しておき、 

①定期的及び発呼時に品質測定（遅延、

パケット損失、ジッタ）を行い、（品質基準

より一定程度厳しい）閾値を満たさない

×専用線に迂回させる措置を講じたとしても、利用者宅

から迂回路までは、ベストエフォート回線となるため、

急激な品質劣化や輻輳による影響を回避できない懸

念がある。 

○提案方式では、専用ＴＡを開発し、その配下に電話と

映像配信サーバがあったとしても、音声パケットを優

先的に送出するため、公平制御が行われるＮＧＮのア

クセス区間では少なくとも輻輳の影響は受けない。 

×呼接続のための制御信号が廃棄された場合には、接

続遅延又は呼損が発生する。 

○通常のＳＩＰの制御信号の再送では呼接続までに時

間を要するために、専用ソフトウェアで自社サーバま

での迂回ルートでのアクセスを迅速に確立する。 

○制御用の信号パケットが廃棄されたとしても、単に再

送されるだけであり、短時間の遅延が生じる程度であ

る。 

☞輻輳時の迅速な呼接続等 

輻輳時に呼制御用の信号パケッ

トが廃棄された場合、提案方式で

迅速な呼接続等ができるか。また、

信号パケットが廃棄された場合に、

通信終了を認識できない、ファクシ

ミリが正常に送受信できないといっ

た可能性はないか。 

☞輻輳時の通信品質の確保 

通話中や着信時も含め、輻輳時

に音声パケットが廃棄された場合

に、通信品質の劣化は大きくない

か。 
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場合、又は、 

②発呼時に通常ルートで制御信号が自社

のＳＩＰサーバにアクセスできない場合 

には、専用ソフトウェアで順次、ＳＩＰサーバ

までの経路を各ＰＯＩ経由の迂回ルートに切

り替えてアクセスし、自社サーバまでのアク

セスを２秒以内に確立するシステムを構築

するものである。 

○パケット損失率が影響するファクシミリについても、ベ

ストエフォート回線で０５０ ＩＰ電話の利用者に提供し

ているが、安定的に運用できている。 

ＶＤＳＬの取り扱い 
集合住宅であって、ケーブルを引き込ん

だ共用部から各住戸までの構内回線がＶＤ

ＳＬの場合には、（ケーブルの状況、戸数等

により）パケット損失等が発生する可能性

があるため、０ＡＢ～Ｊ ＩＰ電話に係る通信

品質が確保できないのではないか。 

×ＶＤＳＬ装置は、上位側は１Ｇで来るが、下位側のマン

ションの各部屋へは回線の状況で自動的にリンク速

度が落とされ、２０Ｍ、３０Ｍに絞られる場合はパケット

損失が発生する。 

○ＶＤＳＬの利用者にもベストエフォート回線で０５０ ＩＰ

電話を提供しているが、つながらない等のクレームは

ない。 

０ＡＢ～Ｊ ＩＰ電話を提供する場合は自社の専用Ｔ

Ａでは端末側からの音声パケットを優先的に送出す

る。品質基準を満たさない場合は最終的にはドライカ

ッパを利用したアナログ電話へ切り替えて対応する。 

☞希望者のサービス利用可否の

判断、情報提供 

ＶＤＳＬの利用者で希望者がサー

ビスを利用できる場合とできない場

合を事前にどのように判断、情報

提供するのか。 

重要通信への影響 
０ＡＢ～Ｊ ＩＰ電話については、重要通信

の優先的取扱いが義務づけられているが、

ベストエフォート回線を利用した場合に、重

要通信（緊急通報、災害時優先電話）の接

・ 現行法令では、重要通信の優先的取扱いについて、

具体的な優先的取扱いの手法までは規定されていな

い。 

○東日本大震災の事例においては、アナログ電話より

も０５０ ＩＰ電話の疎通状況の方が良かった。 

☞重要通信の優先的取扱い 

提案方式により、ベストエフォー

ト回線を利用した場合に、重要通

信（緊急通報、災害時優先電話）の

接続への影響をどう評価するか。 
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保証型の０ＡＢ～Ｊ ＩＰ電話とのサービス提供条件の

違い、品質が確保できない場合のアナログ電話への

切り替えの可能性について、利用者に対し事前に周

知等を行う必要がある。 

○提案方式では、慢性的な輻輳対策にはドライカッパ

利用のアナログ電話を使用するので、当該サービス

の提供可能なエリアに絞って、提案方式のサービス

を提供する。 

×ＶＤＳＬの利用者について、集合住宅内の配線構成に

より、最初からパケット損失等が品質基準を満たさな

いと判明している場合は、提案方式によるサービス提

供は行わないことで良いか。 

する必要があるのではないか。 

②利用者に周知等を必要とするよ

うなサービス提供条件に何があ

るか。 

仮に提案方式が品質基準を満

たしていても、重要通信の優先

的取扱いを含め、品質保証型の

０ＡＢ～Ｊ ＩＰ電話との差異につ

いて周知する必要があるのでは

ないか。 

③提案方式によるサービス提供可

能なエリアを事前に一般へ情報

提供しておく必要があるのでは

ないか。 

 




